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                                                          コート第Ｆ３試合  

 

 対   戦       所 沢北高校      １ １―  ６    和 光国際高校  

                  １５―１３  

           ５ ９      １４―１９      ５ １  

                  １ ９―１３  

                                             

第１Ｐ、両チームともにハーフコートマンツーマンでスタート。関東大会出場をかけた一

戦ということで、お互いに硬さのある立ち上がりとなった。口火を切ったのは所沢北 ＃９

のドライブシュート。和光国際も＃５から＃９の合わせを２本成功させるが、１１対６と

ロースコアで終了。                                                                               

                                                                                     

第２Ｐ、所沢北は＃６の３Ｐとドライブ、＃９のインサイドで得点、一方、和光国際は＃   

９のインサイドが粘りを見せるが、高さでリバウンドを上回る所沢北がやや有利に試合を

進める。所沢北は２５対１５と一時は１０点リードするも、和光国際も＃４が踏ん張り２

６対１９で前半を折り返す。                                                                                              

                                                                                     

第３Ｐ、和光国際は＃４のリバウンドを皮切りに、＃５のシュート、＃８のポストプレー

で３０対２７と３点差まで詰め寄る。約４分間ノーゴールの所沢北はタイムアウト後、＃

６の１対１が機能し始め、その後は一進一退となり、４０対３８と所沢北が２点リードで

最終ピリオドへ。                                                                                   

                                                                                         

第４Ｐ、和光国際は開始直後、＃１１の速攻で同点、＃４のドライブで逆転に成功。たま

らず所沢北はタイムアウト。所沢北も＃５、＃７のインサイドが息の合ったプレーで４５

対４４と再度逆転する。ここで所沢北はゾーンプレスから３－２ゾーンで勝負に出ると、

オフェンスでも流れを引き寄せ、＃６の３Ｐとドライブ、＃７のインサイド、＃９の３Ｐ

で５７対４７と一気に１０点のリードを奪う。和光国際も最後まで健闘したが、５９対５

１で所沢北が競り勝ち、関東大会出場を決めた。                                                                   

                                                                                                             

                                        （ 記録者：川越南高校  大宮  史子）      


